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ハブ回避ルーティングによる輻輳抑制












Congestion Control by Hub Avoidance Routing
Ayaka TOKUMOTO＊＊ and Ichirou MORIGUCHI＊
To control congestion in information networks, we performed IP packet traffic simulations 
using the hub avoidance routing which incorporates the number of adjacent nodes as costs. In 
these simulations three sample networks were adopted: Barabási-Albert model （BA） which is one 
of Scale-Free networks having the similar structural properties to those of the Internet, Random 
Network （RN） （as a homogeneous structure network）, and Random Geometric Networks（RGN） 
as a structural model for wireless ad-hoc network. In comparison with the case of the shortest 
path routing, the hub avoidance routing for BA and RN was found to be more effective on a 
traffic congestion control, and had higher packet reachability for destination nodes. Especially the 
result for BA was remarkable. In the case of RGN, however, this method had not any congestion 
suppression effect at all. This would be considered that the cause of congestion in RGN is not on 
hub nodes but on bridge nodes that connect small network islands.
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　さらに、各ネットワークのノード数のみを変
えて輻輳閾値のノード数依存性を調べたとこ
ろ、どのノード数でも傾向は図10と同じくα＝
１、β＝0.2のときが最適であり、これらの数
値にはノード数依存性はなかった。
４．ま と め
　パケットの到達率向上のため、本研究では輻
輳の原因のひとつであるハブノードを回避する
ルーティングをBA、RN、RGNで通信シミュ
レーションをCi＝1＋βkiα行い、輻輳閾値を比
較した。
　このハブ回避ルーティングは隣接ノードへの
コストをとし、ブロードキャストする際このコ
ストを加え、よりコストの低い方へルーティン
グした。その結果、少しでもリンク数を考慮す
ると輻輳閾値は向上したが、ハブノードを回避
しすぎると、リンク数の少ないノードにパケッ
トが集中しすぎて十分に輻輳抑制できなかっ
た。このことからBAではハブ回避ルーティン
グのコストはリンク数の１乗に比例させること
が適切であり、そのコストの重みは0.2が最適
であることがわかった。
　このようにこのハブ回避ルーティングはBA
のようなハブノードが原因で輻輳が起こるネッ
トワークでは輻輳を抑制することができた。し
かし、本研究では全ノードの処理能力を同一と
したが、現実の情報ネットワークではリンク数
の多いノードは一般に処理能力が高いことが多
い。よって、このリンク数に依存した処理能力
の輻輳への影響を考慮した研究が必要と考えら
れる。
　また、RGNに関してはハブノードが原因で
はなくネットワークとネットワークを繋ぐ間の
リンク数の少ないノードが輻輳の原因であり、
RGNではハブ回避ルーティングは有効ではな
い。今後、RGNの構造を持つアドホックネッ
トワークは普及が見込まれているため、RGN
での効果的な輻輳抑制手法の研究が必要であ
る。
